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私たちはリニモテラス運営協議会です。市が計画
したリニモテラス公益施設（仮称）について、発足
から約１年半。リニモテラス構想の計画に盛り込
まれた４つのカテゴリーに関連する団体から構
成されています。運営協議会のメンバーは、全員
がお互いのことをあまりよく知りませんでした。そ
して、リニモテラス公益施設（仮称）について考え
ることが、こんなに悩ましく大変なことだと、おそ
らく誰も知りませんでした。よく考えれば、私たち
がかかわった時間よりずっと長い時間、この計画
は話し合われて来たのです。簡単ですが、その経
緯を少し振りかえってみましょう。

ここまでを、ざっと振り返っても本当に長い時間
をかけて取り組んできた計画だとおわかりいた
だけるだろうか。長久手が活気のあるまちである
ように、ずっと長い間ここに暮らす人たちは知恵
を絞ってきた。ついこの間まではカエルがわんさ
か鳴いていたリニモ長久手古戦場駅前も、区画
整理が進み、今ではバスのロータリーや中央2号
公園、緑道が整備され、平成28（2016）年大型
商業施設イオンモール長久手が開業。ハード面
の整備が進められていく中で、「まちの新たな
顔」としての役割や機能などソフト面もあわせて

リニモテラス公益施設（仮称）の検討が進む。市
が計画すると、設計、建設の過程や管理運営の
方法に市民が参加する機会は少ないが、計画段
階や管理運営の方法を具体的に市民と一緒に
考えようという取り組みを続けている。リニモテラ
スの整備は国庫補助事業の対象となっていて建
設費用の4割は補助金で賄われるが、税金が使
われる。だからこそ、本当に市民にとって必要な
のか、話し合いが続く。
（平成30（2018）年度策定「第6次総合計画」政策「観光交流まち
づくりの推進」でリニモテラスの整備がうたわれている。）

2008 ~年 の経緯

はじめに リニモテラスって？
そもそも　

第5次長久手市総合計画策定、3つの主要プロジェクトのひとつにリニモ長久手古戦場駅周辺に対するリ
ニモテラス構想が掲げられ、まちの新たな顔として「住民の日常の暮らしを支え、訪れる人をもてなす空間
を創出する」拠点として「リニモテラス」を整備することが決まる。

長久手市都市計画マスタープラン策定　リニモ長久手古戦場駅周辺が「新たな都市核（シンボル・コア）」
として位置づけされる。

リニモテラス公益施設（仮称）で想定されている4つのテーマの現状と課題を調査し、位置づけやコンセプ
トの設定に資する意見を広く市民から収集するためヒアリングやアンケートを実施。その内容と本計画策
定委員会での意見を整理し「リニモテラス公益施設（仮称）整備基本計画」策定。
施設コンセプト「新たなつながりをデザインする場」

「100プロジェクト」実施。市の呼びかけに応えた市民が中心となって無数のプロジェクトを実施することで
設計と管理運営の検討を行う。

リニモテラス運営協議会が発足し、市民の意見を取り入れた平面プランを作成。リニモテラス構想実現の
ため、長久手中央2号公園等を活用しながら「公民連携」を具体化した運営管理方法も検討。

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

リニモテラス運営協議会にて実際の運営管理を想定しながら平面プランの
ブラッシュアップを実施し、年度内に実施設計完成予定。

建設開始。リニモテラス運営協議会はリニモテラス構想実現のため長久
手中央2号公園等を利用しながら、「公民連携」を具体化した運営管理方
法を検討予定。

平成31年度
（2019）

令和2年度
（2020）

平成20年度
（2008）

平成21年度
（2009）

平成27年度
（2015）

〈その他、関連する前提条件〉
平成20年度策定　リニモ沿線地域づくり構想
平成24年度策定　長久手中央地区まちづくり基本構想
平成26年度策定　第2次長久手市観光交流基本計画

平成26年度策定　古戦場公園再整備基本構想
名古屋都市計画による用途地域　第1種住居地域　建ぺい率60％
　容積率200％
長久手中央地区計画による土地利用方針　B-2地区
長久手市美しいまちづくり条例
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2018年4月、市民公募で文化の家の館長になって間
もなく、たつせがある課の布川氏から一本の電話があり
ました。
文化の家も「リニモテラスイベント実行委員会」のメ

ンバーになって、イベントに協力して欲しい。そのイベン
トは「リニモテラス隣人まつり」―リニモテラス公益施設
建設を市民に周知し、意見を集めるために6月～12月ま
で毎月1回行なうと説明されました。
「リニモテラス」のことはよく知りませんでしたが、「隣
人まつり」には関心がありました。「隣人まつり」とは
1999年パリで始まった催しで、あるアパートで孤独死し
た老人が2ヶ月間発見されなかったことをきっかけとし
て、同じアパートの住人同士が知り合うために年に1回、
5月の第4木曜日の夜に手料理や飲み物を持ち寄って交
流しようというイベント。世界各地に広がって日本でも
10年くらい前から神戸や東京で開催されています。とこ
ろが担当者はそんなことは全く知らず、イベントに名前
を使っただけと分かりガッカリでしたが、行政のイベン
トに文化の家として協力するのは当然と思って引き受け
ました。
イベント実行委員会には、リニモテラスを使って活動

を展開する予定の4つの分野「観光交流」「多文化共生」
「大学連携」「子育て支援」に関わる団体と、前年度の計
画主体だった「100プロジェクト」にかかわった市民、そ
して「文化の家」館長（私）が集められていて、私は市民
館長の市民の部分でかかわってほしいということでし
た。私は他の皆さんと違ってリニモテラスにかかわった
こともなく、10年以上前から計画が変遷してきた経緯を
ほとんど知りませんでしたが、国、県の補助金をもらって
整備する事業が予定より遅れているので、きちんと進め
たい行政の主体性は強く感じました。それに比べて実行
委員会に集められた関係する団体や市民は、私も含め
て受け身、まだ主体にはなりきっていませんでした。

行政スケジュールに従って「隣人まつり」を実行するための委員会が招集。実質的にこの実行委員
会が、やがてリニモテラス運営協議会となる。東畑建築設計事務所の久保さんとライフワークの
内海さん、市の委託を受けてボランティア発掘を実施していた寺島さんがアドバイザーとして参
加。行政と設計者とアドバイザーと実行委員会、混沌としつつも探り合いゆずり合い励まし合う
日々が始まった。
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~54月
年2018

月
何度も繰り返した平面プランの
検討。長い道のりだけに、参加メ
ンバーも入れ替わるから、そのた
びに振り返り共有することにも時
間がかかった。一昨年にはこんな
内容で、昨年はこうでしたよ、ね？  
お互いの主張も静かにぶつかっ
ているようないないような、探り
合っているような、なんとも重い
空気だった気がする。

でも、それでどうするの。

実行委員会発足！
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それでも6月16日「第1回隣人まつりキックオフ
パーティ」は行なわれ、市民によるリニモテラスイベ
ントは動き出しました。驚いたことにその直後の実行
委員会で、行政からリニモテラスの建設に必要な意
見を集約するイベントだけでなく、運営についても主
体になって考えてほしい。だから「運営協議会」を作り
ましょうという提案がありました。あれよあれよという
間に僅か3ヶ月で「リニモテラスイベント実行委員会」
は「リニモテラス運営協議会」に衣替えをしました。
私たちは、行政主導で始まった取組みを何とかし

て市民主体のプロジェクトに移行させたいという行
政のスピード感についていくのがやっとでした。市長
は「時間はかかるが市民主体で進めるように」と言い
ます。「市民主体」は同じでもやっていることは全然違
います。
しかしその時は、めまぐるしく変化する状況の中

で、リニモテラスの建設・運営を「市民主体で考える」
とは、どういうことかをじっくり考える時間も余裕もあ
りませんでした。この時点で主体になって考えていた
のは、私たちでなく実は外部アドバイザー（＝コンサ
ル）。受け身の私たちを支えてくれていたのもコンサ
ルでした。

運営協議会に衣替えしたけれど、何が目的だったんだっけ？ 事務局は？ みんなへの連絡は？ 隣
人まつりは毎月やるって？ え？ なんで？ そりゃ、多くの市民にリニモテラスのことを知ってもらうた
めだよ。そして、仲間を募っていくんだ。で、で？だから、そんで聞くんだ。何を？ 「リニモテラスは必
要だと思いますか？」って…。ちょっとまってよ、あのさ、必要だから計画したんじゃないのか？いっ
たい何年かけて、どれだけの多くの人が話し合ってきたんだ、今さらなんでイベントなんだよ(怒)
…。てか、もう時間ないし。とにかく、キックオフ。そんな、無茶な…。

私たちは、コンサルと市との契約について全く関
与していないのでなぜ委託したのか詳しいことは知
りませんが、最初から毎回会議に委託を受けたコン
サルが外部アドバイザーとして参加していました。彼
らがイベントや各種団体とのヒアリングで集めてき
た意見を、私たちと毎回の会議で共有しながら、私た
ちの意見もそこに加えて情報を蓄積していきました。
建設に関してはそういった情報をもとに設計士が形
にしていき、運営に関してはコンサルが収集した各
地の事例を参考にして運営協議会で検討しました。
市民でつくる運営協議会のメンバーはすべてボラ

ンティアで、もちろん無給です。本業があるので費やせ
る時間には限りがありますし、また専門家ではありま
せんから専門性を求められても困ります。そういった
状況で、何から何まで自分たちでやりきることは不可
能だと見越して、市民をサポートするコンサルが必要
だから委託したのだと思います。それはスタート時点
ではありがたい存在でした。しかし彼らがいる限り「建
設や運営を考える主体」になることは難しく、サポート
がかえって自立を阻む皮肉な結果を生むことになり、
運営協議会という新しい服に着替えても、相変わらず
受け身の体質は簡単には変わりませんでした。
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6月16日 隣人まつり1。初めて実施した。緊張とドタバタと。 8月26日 隣人まつり3。夏祭り 楽しかったなぁ、盆踊り。この場所の「可能性」を感じた。

~86月

年2018

月

7月22日 隣人まつり2。リニモテラス公益施設（仮称）建設予定地の横には、長久手中央2号公園が隣
接している。この公園でも、「つながる」仕掛けはたくさん企画できそうだ…ということで、健康をテー
マにみんなでトライ！ ＆モーニングコーヒー。ひと汗かいた後は会話も弾む。

運営協議会に衣替え。
そして、「隣人まつり」　がはじまる。
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9月の議会ではリニモテラス運営協議会が立ち上
がったことや隣人まつりを定期的に行いながら市民
に周知していくことが報告され、さらに9月末には設
計の仮プランが市民にお披露目されました。仮プラ
ンは、活動する団体や市民の希望を目一杯詰め込ん
だため、狭い敷地いっぱいに大きな総二階の建物が
配置されていました。最低でも80人くらいが一堂に
集まれるような大きな空間が必要という希望に沿う
ために内装は木造でも構造には一部鉄筋コンクリー
トが使われていました。
仮プランを見た市長からは「本当に市民の意見を

聞いてこうなったのか？ 町で出会う市民に聞いても、
ほとんどの人はまだリニモテラスを知らない。今のま
までは判を押せない。市民が本当に必要なものなら
建ててもいいが、コンクリートの無機質な箱物をつく
る時代ではない。自分たちの手でやれないか考えて欲
しい。時間がかかってもいいから市民を巻き込んでと
ことん話し合って下さい。くれぐれも建ったら終わりに
ならないようにしてほしい。」と言われました。
議会に既に説明した内容に、市長が疑問を投げか

けたというねじれた状態が生じた訳ですが、市長か
ら指摘されたことは、確かにその通りでした。毎月の
隣人まつりに参加する人がすべてリニモテラスを本
当に必要と思ってくれる人かと言えばそうではありま
せん。参加者と理解者は別もので、どれだけ市民に私
たちの思いを伝えてきたかが問われていると思いま
した。「リニモテラスは新たなつながりをデザインす
る場所」…平成28年4月に策定したリニモテラス公益
施設（仮称）整備基本計画で掲げられた施設コンセ

プトを使って説明してきたけれど、そこに思いは込め
られていたかと考えた時、ハッとしたのは「灯台もと
暗し」で運営協議会の一人ひとりがリニモテラスを自
分の中に落とし込んで、自分の言葉として語るほど、
まだ私たちは話し合っていないかもしれないという
思いです。「なぜ必要なのか？何のために作るの
か？」という一番大事な点をちゃんと確認しないまま
進めてきてしまったかもしれないと思いました。
リニモテラス運営協議会会長からも「今まで行政

にいわれるまま進めてきたけれどこれではだめだ、
ちゃんと話し合いましょう。」という電話が入りました。
会長は大変忙しい人でしたが、この時ばかりは時間
をつくって二人で話し合いました。その結果「行政の
立てた計画をこなしていくような運営協議会のあり
方は変えよう。スピードダウンしてまずは運営協議会
の中で、理念からとことん話し合って一つにまとまろ
う。」と決めました。それが10月下旬ですから11月の
運営協議会ですぐに、この間の経緯と今後のことを
みんなで話し合うべきだったのですが、そこで行政
のスケジュールに邪魔をされます。11月は前々から
各団体がリニモテラスをどう使いたいか、どんな場所
にしたいかを、プレゼンする「プレゼン大会」と決まっ
ていました。結局進め方への異議申し立ては12月の
運営協議会に持ち越されました。
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行政スケジュールというのはなかなか厳しい。やるといったら、基本やる。さらに、連携も協働もあ
わせてやってみてはどうかと提案される。そりゃ、いいことなんだろうけど。運営協議会は組織化し
たものの、正直「頼まれたから感」が強く、一体感もなければ、意思もまだない。イベントをやるた
めだけじゃないはずよね。いや、イベントに協議会メンバーが全員揃うことすら難しい。悶々。市
長、議会、行政、今まで話したことがない皆さんからも、とにかくあっちこっちから声が聞こえだし
た。でも、あれ？肝心の市民の声って聞こえてくる？ この場所って市内の人、少ないよね。市の都市
公園だって知っている人いるのかな。休日の昼間、なかなか人、いないね。よく考えたら、ここに、賑
わいをつくるって、難しくない？しかもリニモテラス基本構想にどっかりのってる「新しいつながりを
デザインする」って。ほんとにできるの？えっと、これじゃ、「とにかく建物、できました！」になっちゃ
う。だってもう、仮プラン、あるのよね…。

~119月年2018 月

9月29日 隣人まつり4 。あい
にくの雨。のろしは断念。で
も多種多様な人があつまっ
て愉快。

10月27日隣人まつり5。  
文化の家の創造スタッ
フとの企画コラボ。日常
の中のアート。

11月25日 隣人まつり6。防
災訓練を合わせてキャンプ
学習。火の起こし方をならっ
たり、寝袋体験したり。大人
はテントでまったり（笑）

おおぜいが楽しめてい
る…　

　…
よね
？
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リニモテラスのためにやっている訳じゃな
い。他の大学とやるだけでも４つもあって大
変なうえに行政とも話して…となるとじっく
りやっていかないと出来る訳ない。相互理解
しながらやっていこうとすると、本当に時間
がかかる。

今までリニモテラスも感覚的に合わ
ないままどんどん進んできた、これに
ついていけないならやめるしかない。
これで２億何千万かけてどうして作っ
たみたいに言われたら責任取れない
…行政の人達は定年があり、市長
だって任期がある、一番息が長いの
は市民だから。このままなら残念だが
やめるしかない。

「今の図面に何かしら意見を持ちたいんです。みなさんのお考えを聞かせてください」。隣人まつり
実行委員会からリニモテラス運営協議会へ組織を立ち上げて約半年過ぎた平成30年12月。設計
プランのお披露目をしているその横で、会長山田と副会長広中が声を上げた。メンバーひとり一
人と面接をして問いかける。「ほんとにこのプランでいいですか？ 公益施設の運営を市民や団体
や行政が一緒になって考える、こんな素晴らしい機会をなんとなく他人事みたいに済ませてしまっ
ていいのか？いやいや、いかんでしょ～、せっかくなんだから、この場所にもっとたっぷりと愛情込
めていきませんか？…」いかなるご縁か、とにかく乗りかかってしまった協議会メンバー。助け合う
しか前へ進めない。だから、お互いの声をまず聴くことから始めた。この時の問答や向き合った時
間が立ち帰る場所になるといい。

12月の運営協議会でようやく、今まで行政が決めたス
ケジュールに従って進めてきたことに対し、「もう少しだ
け、みんなで考える時間をください」と皆さんに投げか
けることができました。そして、これからの会議では、行
政職員やコンサルに頼ることなく自分たちで一つひとつ
納得して進めていきたいということを、運営協議会のメ
ンバーに提案しました。一方でみんなが一つにまとまっ
て進むために「理念」を共有したい、それを考える話し合
いから仕切り直しをしたい旨も伝えました。ずっとかか
わってきたメンバーからは「また遅れるのか、いい加減
にしてほしい。」といった苛立ちの声も聞かれましたが、
運営協議会が真の市民主体にならない限りリニモテラ
スはあり得ないという状況になったことで、それでもや
はりリニモテラスは必要だからみんなで何とかしようと
いう思いでまとまることができました。
この時点で9月の仮プランは一から見直すことになり

ましたが、行政が立てたスケジュールでは12月の隣人ま
つり第7弾として、設計プランの市民へのお披露目が予定
されていました。現状の進捗状況とのズレに悩みながら
も、「隣人まつり第7弾」はそれまでお世話になった外部ア
ドバイザーの最後の仕事として粛々と行なわれました。

イベントするための
協議会じゃない
ですよね。

全体のスケジュールは
どうするの？

自分のことやまちのこと、
考えることは
いっぱいあるよね。

せめて、愛着のある
図面にして、
そこにいる人々の姿を
もっとイメージしたいな。

もっともっと
仲間を増やしても
よいのでは？

子どもたちと
話してみたいね。

ほんとに、
市民にとって
必要なの？

●
●
●

●●●

●
●
●

●
● ●

●
●

●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

広
中
日
記
④

本
当
の
市
民
主
体
へ
一
歩
踏
み
出
す

●●●

10年前と今とじゃ、
社会事情も変わってない？

12月年2018
12月16日隣人まつり7。「本当にこれでいいの？」って悩み始めたころ。

この場所がまちのために、
ここに暮らす人々のために
お役に立てることはなんだろう。

「つながりを
デザインする」って、
具体的に何をするの？

この場所だからこそ
できることは
あるのかな。

仮プランのお披露目はしたが…
うまくいかないこともある。ああ！  時間がない！
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「自分のこと」を考えるだけでも大変なのに、「まちのこと」を考えるなんて私たちがすること？何の
ための行政なのよ…というメンバーもいた。市に呼ばれたから仕方なく…、よそ者だけど…そんな
メンバーもいた。それぞれの「気持ち」が向き合う時間は痛みもある。ぶつかりあう痛み、わかり合
おうとする痛み。涙が出ちゃう。

新しい年は運営協議会のメンバーへの個別のヒ
アリングからはじまりました。運営協議会が一丸と
なってすすめる体制をつくるために、リニモテラスが
市民にとってなぜ必要なのかという「理念」を共有し、
とことん腹を割って話す機会が必要と考えたからで
した。通常の会議で論議するとどうしても時間の制約
があって表面的な部分の論議しかできません。運営
協議会のメンバーは今までも、市民として主体的に
（ボランティア）市の事業（公共）にかかわるときに生
じるさまざまなジレンマを抱えながら続けてきまし
た。市民の立場と公の立場は違って当たり前なので
すが、微妙な問題なのでなかなかテーブルの上に載
ることはありません。そういったネガティブな部分も
含めてじっくりと話し合うことが大切と考えたので、一
人ひとりの話を聞き取る時間にしました。
　共有すべき「理念」とは何かを考えた時に、遡れば
10年前の長久手町第5次総合計画のリニモテラス構
想、そのリニモテラス構想のルーツは第4次総合計画
にあると言われています。長久手市が町の時代から
考えられてきた「まちのにぎわいづくり」の計画です
が、時代や社会状況の変化、諸般の事情とともにその
構想も少しずつ変化してきました。まちの将来像とし
て掲げられている「人が輝き、緑があふれる交流都
市、長久手」に立ち返ることにしました。
　この「人が輝き、緑があふれる交流都市、長久手」と
いうまちの姿に反対する人は誰もいませんでした。リ
ニモテラスが自然との共生や人と人とのつながりが

豊かなまちづくりに資するものにしたいといった説
明をすると、かつての鎮守の森のようなイメージだね
と言ったメンバーもいました。
　もっと話し込んでいくと、「転入・転出が多い」「５割
以上の人が長久手在住10年未満」「自治会の加入率
が低い」「まちに対する愛着が薄い」「市民活動が盛
んでない」市長曰く「市民同士のつながりが弱い」と
いった長久手の社会課題の解決に対して、リニモテ
ラスが「どうしても必要」と思う気持ちは皆さん一緒
でした。それは隣人まつりを毎月やり続けていた時の
「やらされ感」ではなく（最初に行政から招集がか
かった時、皆さん感覚的におかしいと感じていたこと
も話してみて分かりました）心からの願いでした。
　学生や外国人、親子連れ、市外の人など、多様な文
化や異なる価値観に出会うことがまずは大切で、そこ
で何かを一緒にやりたい人に出会ってつながることか
ら市民活動が生まれるのではないか。多世代の交流
があって、智恵や文化が伝承されたり、学んだり人が
成長できるような場所が必要なのではないか。
　いろいろ話されるうちに、場所やスペースの広さが
問題ではなく、出会いがあって話し合ったり、相談し
たりできる機能が必要、だから場所は狭くてもいい。
広い場所が必要なら探せばいいというように変化し
ていきました。じっくり話し合うことで通常の会議で
はなかなか深まっていかない話ができて、一気に距
離が縮まりました。

広
中
日
記
⑤

と
こ
と
ん
語
り
合
っ
て
思
い
を
一
致
さ
せ
る

●
●●

公益施設の運営管理を市
民や団体や行政が一緒に
なって考える、こんな機
会って他にあるかなぁ。
せっかくだから、他人事
にしないで考えてみな
い？

1 ~月 3月年2019

1月14日隣人まつり8
～スズメる交流ファッションSHOW～

とにかく話し合ってみよう、本音
で。…あら、まちや、暮らしのことを
考えるって、結局自分に向き合うこ
とだったのかしら…。

そりゃー、世の中いろいろな人がいて、いろいろな考え方がある
から、理念といっても「正解」があるわけじゃないけれど。同じ目
的をもって、次々に出てくる課題を乗り越えていくための指標の
ような…。何かあったら、そこへ立ち返ることができるようなそん
な言葉。その言葉について、いろいろな世代の人たちがいろいろ
な立場で話し合えたら、その言葉だって時代と共に育っていくの
ではないだろうか。

理念１　問いかける、向き合う。
理念２　森（自然）と共生する

涙で前が見えない？　だから、　　じっくり話し合ってみる。

それは、とても面倒で、 正解が　あり
そうで

ないから、余計に　　イライラする…。こと
が多い

。

問1. リニモテラス運営協議会
の理念

みんなで、想いをひとつにしてみる。
それを、ゆっくり育ててはどうだろうか？「 」
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●
●
●

この場所がまちのために、ここ
に暮らす人々のためにお役に
立てることって何だろう。この
場所だからできることってある
のかな。もっと、なかまを増や
したいね。子どもたちとじっく
り話してみたいね。

●
●

●

「ここに自分たちがいる」そんなイ
メージを具体的に持てるようにな
らないと、どんな建物がいいか？
といってもまとまらない。いや、や
ることが決まっていれば、どんな
建物でもいいんじゃないの？ やる
ことって、具体的に何？

●
●●

「ありがとう」っていわれ
ると疲れが吹っ飛ぶ、と
か「あの人の笑顔を見る
と頑張れちゃう」とか。そ
うだね、向き合う誰かが
いてはじめて、自分が見
えてくるってある。

●
●●

私たちはなかなか自立した活動団体にはな
れなかった。思いがあっても継続して活動し
続けることは、とても難しいから、やめよう
かなと思うこともあった。そこにお仕事とし
て市の人のサポートがあったら、何かうまく
回る方法ってあるのかもしれないとずっと
思っていた。そんな時に１００プロの話が…。

●
●●

僕は100プロと隣人まつり
をまたいで見ているから、
100プロと隣人まつりはつ
ながると思う。でも隣人まつ
りは見え方としては、計画を
進めるためのアリバイづく
りにしか見えなかった。 ●

●●

そういえば、ひとりで生
きていきたいからって山
に囲まれた田舎の集落で
自給自足を始めた若い夫
婦がいたっけ。今頃、どう
しているかなぁ。

少しずつわかりあえてる

ここにいていいんだって思えた時、うれ
しいよね。人の役に立った時、うれしい
よね。人と関わることが生きること…だ
から自分の役割や居場所があるってう
れしいよね。家族の中でも、友だちの中
でも、仕事場でも…どこでもね。そうそ
う、関わりやつながりを求めるのは人の
本能らしいよ。

例えば、リニモテラス公益施設（仮称）の役割と可能性
を考える。
ただ、人が集まる場所（＝箱）をつくりたいのではなく、
ここに来ると色々な人、モノ、コトが何かしら常に話題に
なっている。ちょっと自分を見つめたり、学びあったりす
ることで自己変革もしたりする。そしてちょっといい気分
になる。隣の人も笑う。いつの間にか、お互い様の関わ
りができている。でもでも、それはそれぞれのペースで
いい。時が満ちれば、人は誰でも必ず輝く。自分にとって
いろいろな出会いがあって「豊かな人のつながりを回復
していこう」という空気がやんわりと漂う。そんな人たち
が暮らすまちは、きっといいまちなんじゃないかな。

問3. どうし
たら人は輝

ける？

これはつまり、どうしたら役割と
居場所が見い出せるだろう…という問い「 」

例えば、つながりって「ただ知ってる」ことからもう一歩進ん
だつながり。挨拶をするだけじゃなくて、お元気？なんて会
話をしたり。そこから始まって、そして…。どうすれば豊かな
つながりになるのかな。なれ合いではなくて、一人ひとりが
自分らしさを伝えあうことで本当の相互扶助が生まれるの
ではないかしら。得意不得意、強い弱いはありますよね、お
互い。支え合うつながりが身近にあることは暮らしの安心
安全にもなる。「自立と調和」が「豊かなつながり」のイメー
ジ。これは、「自然に学ぶ」こと、たくさんありそう。…ひとりっ
きりでいたい時だって、もちろんあるけどね。

世代によって、時代によって違うのだろうか。電
報、手紙、電話、インターネット、SNS、そして
AI…。つながる手段はどんどん変化していく
「

」

問2. 人が輝くってどういう時？

問4. 豊かな人
のつながりって

何だ？

かな？　
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●
●●

１年間スケジュールが決
まっていて修正もできない
ような進め方に驚いた。11
月にプレゼンしてそれがど
うなったかもない。個人的
には、強い思いを持ってい
るとそれだけしんどくなる
から感情的に切り離したく
なることもあった。

●

● ●

…リニモテラスには、関わる誰しも
の“思惑”が交錯しており、誰もそれ
を本音で話したり、それらを理解し
てもらおう、または理解しようとい
う相互の働きかけが起きてこない。
まずこのメンバーでの『つながり』
が無いように感じる。

●
●●

市民から必要という声がないときに
運営協議会としてはどうしていくの
か？また、市役所職員が協議会から外
れても、やはり市役所と観光交流協会
の物理的な距離は近く、あまりイメー
ジは変わらない。それは協議会のメン
バーに伝わってこない情報があった
り、些細なことでも公に協議されない
まま進行されてしまうことで、結局他
人の敷いたレールを歩かされている
ように思えてならないからだ。

●
●●

「選ぶことができる」こと
は幸せだ。「どうしよう」
と思い悩む時間が許され
ることも幸せだ。…と思
う人も思わない人もいる
んだなぁ。

●
●
●

に、人間性？そんなことま
でなんで考えなきゃいけ
ないの？ といいつつ、い
ろんな問答を互いに吹き
かけ合いながら、その人
と向き合うチャンネルを
どうにかしてあわせよう
と試みる。

●
●●

答えはパソコンの中に
あって、友達はゲームの
中にいて、情報はSNS
で、食事はサプリで。
だから、困らない。という
生き方もありなのかな。

問答は続く。凝り固まった頭の

きっと、ずっと、これからも考えねばならない。何を大切にするの
か。どう生きるのか。対話の中で見つけていけたらいいな。自分
自身との対話。自分と他人との対話。

私たちの暮らしはどんどん変わる。変わってい
く中で、人と人、人とモノ、人とコト…いろいろ
なつながりに、つながり方の答えはあるんだ
ろうか。正解！ なんてあるのだろうか。

「
」

例えば、人としての役割と居場所って、やっぱり、与えられるもの
ではなくて、自分から求めていくことが大切なのかな。自分が主
体者にならないと、目的もしっかり持てないし課題も見つからな
い。「つながり」って、自分が主役。いやいや、ただ「なんとなく」流
されるようにしていてもいいよね。「自分らしく」を知ることは難し
いし、知ったとしても自分のコトが一番思いどおりにいかないの
ね、たいてい。知識で理論武装してもね、感情は別物ってね。「わ
かっちゃいるけど、やめられない」なんて唄があったな。いずれに
しても、お金だけで解決できることではないだろう。

お金で買える？ ボーッとしてたら誰かが運
んできてくれる？ どこかにお手本はある？
欲しいと思ったら、すぐ手に入る？いらな
くなったら、ポイッと捨てられる？なくても
困らないなら、無い方がいい？

「
」

いずれはAIなんかが作ってしまうかもしれない
ね。マナー集みたいに。そもそも、生きていくの
につながりは必要なのか、から始まるつながり
のパターン集。覚えても、伝わらなかったら意味
がないけどね。つながるって、循環の始まりだと
するならどう？ 自然の循環がお手本になるのか
な。おてんとうさまと土、風、水、火…つながっ
て、そこにある。

ついでにいえば、取扱い説明書
なんてあるのかな？「 」

例えば、答えなんかわからないかもしれない
が、こんな問いをずっと考え続けることだって
大切じゃない？ 子どもも大人もみんなで考え
続けるといい。ジブリパークが近くに建設され
る予定だから、ジブリの世界観から学んでも
いい。チームもののけとか、チームナウシカと
か。人が集う、つながる、育ち合う場所がある
っていいかもしれない。

リニモテラスに関係あるのか？「 」

問5.  「つながり」に

答えはある
のか？

問6.「つな
がり」って

どうしたら手に入
る？

問8.「人間性」っ
て何だ？

問7.「つながり
」の

お手本ってある
？

    柔軟   体操み
たいに

。
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やってみようにいってみよう

①シートを敷いて… ②テントを張って…

③とにかくこの場所にいてみよう。

みんなで座るベンチに、色を塗ってみた。

たこも揚げてみた。

どうせなら、楽しまなくちゃ。

夜も、

暑い日も、

「前日まで雨の予報が名前の通
りの『カンカン照り』になった。草
ぼーぼーの建設予定地。昨日ま
での雨で土はドロドロ。ちょうど
真ん中のまだカラッとしていると
ころに持参のシートを敷く…」
（「リニモテラスかいわいdeわい
わい・かいわいでワイワイ日記
-1」より）。

　協議会の中でも「ギスギス感」がぬぐえないまま、４月を迎える。とにかく、「やってみる」ことにし
た。メンバーの一人が声を大きくして言った。「一体感は大切ですよ」。でも、行政が決めたスケ
ジュールに追われる現実と今まで関わってきた人の想い、活動してきた人の憤り、それぞれの団体
の主張…。実際は何も解決していない。棘がささったまま走り出す感じ。

~4月年2019

新年度、とにかくやってみることに  した。 
まだおおぜいではないけれど、けっ こう楽しめてるよね

。

1817 181818171717

11/15（金）
11/22（金）
11/29（金）
12/6（金）
12/13（金）
12/20（金）
12/27（金）

・・・

夕焼け小焼け
おひさま
お月さん
おひさま
お月さん
夕焼け小焼け
おはようさん

10/4（金） おはようさん
10/11（金） おはようさん
10/18（金） 夕焼け小焼け
10/25（金） おひさま

7/12（金） カンカン照り
7/19（金） お月さん 
7/26（金） 夕涼み
8/2（金） カンカン照り
8/23（金） お月さん 
8/30（金） 夕涼み 
9/6（金） 夕涼み 
9/13（金） お月さん 
9/20（金） おはようさん 
9/27（金） カンカン照り 

つづく

リニモテラス運営
協議会発行のニュー
スレター「リニモテラス
かいわいdeわいわい」



　新年の話し合い以降、運営協議会は月に２回の
ペースで話し合っています。４月からは今まで団体を
代表して参加していた方々にも、あて職としてではな
く主体をもって参加できるかどうかを確認した新体
制で臨んでいます。行政からは担当者が１人だけ参
加し、運営協議会の事務局と連絡を取りながら協議
会を支えてもらっています。主には行政的な手続きや
行政的なスケジュールの管理です。仕事の内容とし
ては、昨年と大きく違う訳ではありませんが、昨年と
大きく違う点は、今私たち側に、「こうしたい」という
明確な主体が生まれたことで市民の側にあった「お
まかせ感」もなくなってともに進めていく協働に近づ
きつつあると感じています。今までコンサルに任せて
いた専門的なアドバイザー機能は、必要なタイミン
グで必要な人材に、運営協議会が負担金から委託し
てアドバイスを仰ぐという形になりました。
　市民が主体をもって、官と民が対等な立場に立っ

て進めていくことは、今回の体験から非常に難しいこ
とだと感じていますが、同時にとても重要なことでも
あります。
　行政は公共のために広くあまねく平等が原則で、
それを仕事としてやるのですが、市民は仕事ではな
いので、自分のしたいことをしたいようにするもので
す。そもそもの出発点が全く違うので協働が難しいの
は当たり前です。リニモテラス運営協議会が最初そう
だったように、協働とは形だけで市民が「やらされて
いる」か、行政が「やらされている」かになりがちで
す。対等な関係で進めることは本当に難しいのです。
両者が対等な関係でお互いを尊重し、同じような主
体性を持って協働するためには、何のためにやるの
かという目的の共有が絶対に欠かせません。その目
的の実現に向けてともに頑張ろうという思いがない
と、市民は動きません。市民は仕事ではないので心
が動かない限り身体は動かないものだと思います。

広
中
日
記
⑥

市
民
主
体
で
進
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
の
公
民
協
働
の
あ
り
方

疑問がいっぱい。公益に資するって、何をどうしたらそうなるの？税金
ですべて賄うの？ 運営するお金も？ そこで働く人の賃金は？ 電気代、
ガス代は？ 地域にある公民館や集会所や共生ステーション、まちづく
りセンターはどうなっているのだろう。運営を工夫して、収益をあげる？ 
ふらりと寄る場所とお金を払う場所と区別できる？ 法律はどうなって
る？一つ一つ、答えを求めて考える。他所の事例を学ぶ。行政のメンバ
ーも他市町の事例を調べたり、協議会メンバーは収益の仕組みを考
えたり、ボランティアの可能性を探ったり。まだまだ、答えは見つから
ない。もっといっぱいみんなで話し続けていこう。この場所の「何か」を
求めて、長久手で暮らす人が喜んだり、長久手に訪れる人が増えたり
するといい。こうやって悩んでいる「答えの途中」が新たな仲間を呼び
込んでくれる予感…も。

リニモテラス公益施設(仮称)という名前に
背負った「公益」って何だ？
公共施設、公共空間って何だ？
「 」

驚いたのは「たばこの吸い殻」の多いこ
と。きっとポイ捨てするんだろうなぁとい
う状態であちこちにある。でも、もっと驚
いたのは、焼きかけの生肉とマッチ箱と
缶チューハイ。どんな人が何をしようとし
てたのかなぁ。ゴミ拾いから、まちの様
子が透けて見える…お話したいなぁ。そ
う思ったから、続けていきたい。だから、
どうやって続けるかまた考える。

問9.公共、公益
って何だ？

クリーンアップ大作戦

始めて見ればいろいろなことが起こる。連絡が途絶えたり、参加できなくなったり、いろいろな事情
が降りかかる。協議会の中だってまだまだしっくりいかない。でも、少し違う風が吹き出した。「私
は、とにかく、ここに居たいと思う」そんな一人のメンバーの言葉が、きっかけだったように思う。夏
の終わりごろだったかな。

まだまだやって みている
。
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10月5日、「人生フルーツ」上映会&芋煮会。おおぜいの市民が参加してくれたことがとても嬉し
かった。そして、寄せ集め的な運営協議会に、明らかな変化がみられるようになったのもこの時期
からだ。もう、だれも自分たちの団体や活動のための場所だけのことを主張しなくなっていた。上
映会の参加者を募るため、手分けして、手配りして人を呼び込む。このアナログ的な口コミ戦術
は、メンバー同士のつながりも強くしたのではなかろうか。できることをできる範囲で関わる。メー
ルがダメならファクシミリ。みんな、とても良い笑顔だった。

↑手描きの旗。活動しているときはこの旗で
お知らせ。
→イオンモール長久手のイオンシネマにて上
映会を開催。受け付けたスタッフに「来た
よー」と声が飛ぶ。

「私たち、ここに、こんな場所があったらいい
なと思っているのですが、ご存じですか？」、
「ご意見きかせていただけませんか？」、「月１
回お掃除しているので、ご一緒にいかがです
か？」。スタッフが声を掛けて回る。

10月5日
年2019

問10.どんなま
ちで暮らしたい

？
そして、けっこう
楽しめているんじゃない？

「人生フルーツ」上映会 & 芋煮会

例えば、生きてるって楽しいなって、ちょっと思えたり。誰かが喜んでく
れることがちょっと嬉しかったり。多種多様、すなわちごちゃまぜの価
値観が出会ってつながることで「ちょっと」が積み重なったら、このま
ちはとても味わい深いものにならないだろうか。悲しみや苦しみも
「ちょっと」ずつ、隠したり投げ出したり。そんな人の想いが積み重な
ったら、新たな公益の役割も見えてくるかもしれない。雑な言い方か
もしれないが、おもしろい人に出会うことで、人としての価値観が
様々に花開いて、おもしろいひとが増殖する…とか、いろいろな人と
出会う体験によって、便利さに慣れて衰えた五感を呼び覚ましセンス
よく磨かれる…とか。このまちで、暮らすのが楽しいという人が増え
たら、どんな時代になってもこのまちを大切にする人がいてくれるん
じゃないかな。そして、「自分たちのまちのことは、自分たちで考えて
みよう」って話してくれていたら…。ちょっと嬉しくない？

リニモテラス公益施設(仮称)があったら、まち
のために良いこと、増えるかな？「 」

おおぜいが
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会　昨年12月運営協議会が行政のスピードについて
行けなくなった時、職員の一部から「市の総合計画で
やると決まっていることがなんで進んでいかないの
だ」という声も聞きましたし、一部の議員からは「無駄
遣いだからいらない」という意見も聞きました。
　両者とも税金からお給料をもらって市民のために
働いている人たちですから、いろいろ市民のために
考えているはずです。市民のために建てるのか、市民
のために建てないのか？悩ましい限りです。市長も
「市民にとって本当に必要なものなら建てればいい」
と言っています。
　私も最初は「総合計画で決まっているから建てる」
という論理に唖然として、そんな理由で建てるなら要
らないと思いました。たいした理由もなくハコモノを
建てても、活用する人がいなかったら、税金の無駄遣
いだと思うので、議員のいうことも分かります。

しかし、副市長から「長久手は区画整理で成功した
が、人のつながりのないまちになってしまった。市民
活動も盛んではない。リニモテラスを市民がつな
がって市民活動が生まれてくるような場にしたい」と
いう思いを聞いて、その考えには深く共感しました。
　運営協議会の主なメンバーは、長久手市を特徴づ
ける4つの分野で活動している団体で構成されてい
ます。そもそもリニモテラスがなくても自分たちの人
的資源やスキルを使って市民のためにやりたいこと
をしてきたボランティアの経験豊かな人たちです。市
民側の目的にもともと高い公益性があったので、そ
の目的が行政と一致できた時から協働の歯車が動き
出したと感じています。私たち運営協議会のメンバー
も市民ですから、無駄遣いといわれるような大きな
建物をつくるつもりはありません。むしろ建物よりも
そこでどんな活動ができるのかが大切と考えていま
す。リニモテラスが建つことがゴールではなくて、ス
タートだと考えています。リニモテラスが長久手市の
かかえる社会課題を市民の力で解決していく拠点と
なるように、これからも市民との対話を重ねていきた
いと思っています。
文責　リニモテラス運営協議会副会長　広中省子

広
中
日
記
⑦

お
わ
り
に

●目が行き届く、顔が見える
●市民、素人の力で建築に関われる、修理できる可能性
●床面積約400㎡ぐらい
●屋外との連続した関係性を保ちやすい（縁側・土間の利用）

人工物ではない自然のものを使用する
自然のものは…
●不便かもしれないが「人間らしさ」や「考えること」や「工夫すること」を
センス良く磨くことを学ぶ機会をくれる。また、その仲間を与えてくれる。
●「壊れる、腐る」ことから「生命」を学ぶ機会をくれる。また、感動する心、
感謝する心を与えてくれる。
●「暮らし方＝生き方＝死に方」を学ぶ機会をくれる。また、どんなふうで
も大丈夫という元気と癒しを与えてくれる。

10月25日。リニモテラス運営協議会が「平面プランへの再提案」をまとめて提出した。

→自然の営みを体験することができる
「風が吹けば、枯れ葉が落ちる。枯れ葉が落ちれば、土が肥える。土が肥え
れば、果実が実る。こつこつ、ゆっくり。人生、フルーツ」…人も、暮らしもきっ
と同じ。
●循環を学び体験することで「暮らし方の提案」ができる。

例えば、「ここは、ゴミを出さない施設です」から始める。リデュース・リユース・
リサイクル。人もモノもコトも。

~10月年2019

平屋であること

1

木造であること

2

3
シンボルツリー、
樹木、雑草、土、
畑があること

それでも、
リニモテラス公益施設（仮称）
お披露目＆長久手パンマツリ　（11月24日・長久手市文化の家）

まだやってみ
る…。
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運営管理についての提案書をまとめる。先進事例をかきあつめ、アドバイザーの研修を行い、こ
れまた大急ぎで作業をすすめながら、頭の中はゆっくりと整理をし始める。「これからどうする？」、
「協議会の役割はどうなる？」。対話は続く。相変わらず、時間との闘いも続く。答えを出さなくては
ならない、ということに対して疑問がぬぐえない時もある。何のために、という総論と、具体的にど
うするという各論が、それぞれの立場でまたまた交錯する。「やらされてる」のが嫌なら、自分で
やってみなくちゃ。決められたピースの役を終える方法は、それしかないかもしれない。

 まだ
まだ、もっともっと、ずっとず

っと… やってみなくちゃ。
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